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信にさらすために情報を組み立てるよう動機づけられている人がだれもいないということである (Goffman， E. , 1974 : 






































崇拝J 論も、 G. ジンメルの「秘密」論も、今に言われるプライパシーの意識について、少くとも外堀を埋めるには十
分過ぎるほどの議論を展開していたからである。
ただし、本論文のオリジナリティは、現代社会にくり返されるプライパシー侵害をめぐる裁判事例を、各国に蒐集
すると共にそのデータを、 E. ゴツブマンのフレーム分析や G. べイトソンのノンコミュニケーション概念を駆使して
分析し、おかげで、いかにも現代人らしい感情経験に即して古典理論の含みを今に再認識させたところにあるだろう。
オリジナリティと言えば、もう一つ例えば写真の発明や普及のような技術の進展が、我々のプライパシー(侵害)
感覚をどう研ぎすましてきたのか、ジョナサン・クレーリーの『観察者の系譜j-1990年刊一一辺りをも参照しつつ、
説得力豊かに分析している点も忘れるわけにはいかない。クレーリーの議論をプライパシー論に結びつけただけでな
く、クレーリー的ないわば視覚の主体の物語に視覚の客体の物語をリンクさせ、それを修正していく可能性をも示唆
するものだからである。
言い換えれば、本論文は、プライパシーに関する社会学のみならず、広く技術と社会の関係を論ずる研究にとって
も重要な手がかりを提供していると評価できる。
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